17. イヌ腎同種移植におけるfirst set rejection : 第I報 特に血管系微細構造の変化について(第478回千葉医学会例会,第一外科教室談話会) by 野口,照義 et al.
121 第478回千葉医学会例会，第一外科教室談話会 
13.先天性幽門狭窄症の筋電図学的検討
緒方創，横山宏，海保允，
本多満，小野健次郎 (ー 外)
本症は日常比較的しばしば遭遇する小児の先天的疾患
で，その Pathogenesisはいまだよく理解されていない。
われわれは最近 1年間に当科を訪れた 1例，他病院 l例
の本症と診断された小児，および対照として選んだ 5例
の他疾患患者より，全身麻酔による開腹後直ちに幽門部
より筋電図を誘導し記録した。
その成績は， 1)規則性放電ノTターンと不規則性放電
パターンがある。 2)腫癌部と腫癌口側で筋電図学的差
異を認めない。 3)誘導 2点聞において非同期性ノTター
ンの存在することがある。 4)放電間隔は平均 25.6土5.3 
secで一般に比べて延長している。
これらの筋電図学的特性は，対照例と比較して明らか
に性質を異にするものである。その原因として本症の幽
門部の興奮性が異常に充進している状態を推論した。 
14.急性腹症(とくに老年者の場合)
樋口道雄，山野元，野口照義，
綿引義博，冠木徹彦 (ー 外)
老年者急性腹症の特長を，最近 8年間に当科に入院手
術した 45例を対象として検討した。
症例を疾患別にみると，急性虫垂炎 13，急性胆嚢炎 
3，胃・十二指腸穿孔 5，イレウス 16， 胃出血 4，その
ほか 2となっている。
急性虫垂炎でほ腹膜炎を起こしたものが 40%あれ
急性胆嚢炎では重症型 3，腹膜炎型 lと全例重篤なもの
ばかりである。イレウスのうち悪性腫蕩によるものが 6
例(約 40%) もあり，特長的といえる。
ついでこれら症例の術前状態，術後合併症を緊急手術
と待期手術で比較し，さらに術前・術後の酸・塩基平衡
の変動を検討した。
以上を総合して，老年者急性腹症の手術成績はなお充
分でない。それは老年者では症状・徴候が非定型的で診
断が困難なので，手術適応と判定した時にはすでに Poor 
Riskの状態にあり， さらに一度悪化すると回復が遅く
しばしば重篤になり易いからである。したがって早期診
断，治療が大切である。 
15.教室における心臓血管外科の臨床
伊藤健次郎，宮内好正，古謝景春，島 毅，
片倉透，鈴木一郎 (ー 外)
われわれが過去 3年聞に行なった心臓血管系の手術症
例は 54例である。心手術例は心房中隔欠損 2，心室中隔
欠損 3，動脈管開寄症 3，僧帽弁狭窄症に虚血性心疾
患に対する内胸動脈移植術 (Vineberg氏手術) 1の 12
例で，関心術にはすべて DisposableOxygenatorに乳
酸加リンゲ、Jレを充填して体外循環を行なった。症例は 4
才から 57才にわたり，全例に好結果を得ており， 1例
の合併症もない。
血管外科症 42症例中，動脈癌 16，Buerger氏病閉塞
性動脈硬化症 2，脈無病 1，異型大動脈縮窄症 1，腎性
高血圧症 2，動脈塞栓症 2，静脈癌 3，Budd四 Chiari症
候群 1，牌腎静脈吻合 1，動静脈凄 lで，動脈塞栓症の 
l例が原心疾患で、死亡したほかは全例治癒または軽快退
院した。動脈疾患の種類，部位により低体温法，一時バ
イパス法，髄液吸引法を応用して血流遮断を安全に行な
っている。 Buerger氏病では 10例に腰部交感神経切除
術を行ない， 1年以上効果をみたものは約 70%である。 
16.選択的冠脈造影法の臨床的研究
石黒義彦，村上和，常泉吉朗，各務正障，
伊東治武，渡辺寛 (ー 外)
虚血性心疾患に対する外科治療の適応決定を目的とし
て選摂的冠動脈造影を施行した。
対象とした患者は自覚症あるいは心電図より虚血性心
疾患が疑えるもので 60名である。
造影方法は主として股動脈より Sonesのカテー テノレ
を挿入して選択的に左右の冠動脈口へ達せしめ，造影剤 
5'"'-'7ccを手動で注入， 2ないし 3方向より連続撮影を
行なった。また同時に心電図により造影剤注入時の変化
を記録した。
その結果，①全例安全に施行することができ，重篤な合
併症をきたしたものはなかった。②造影所見は心電図の
変化と必ずしも一致せず，心電図正常例中にも造影異常
が認められた。③本法により外科手術の適応ありとされ
た例に内胸動脈心筋内移植術を施行し，術後は術前にみ
られたような狭心症の発作をみていない。④各種造影剤
を使用し造影を行なって検討した結果至適な造影剤をき
めることができた。 
17.イヌ腎同種移植における自rstset rejection 
第 l報特に血管系微細構造の変化について
野口照義，東紀男，田口勝，鈴木伸典，
中島伸之，山中義秀，丸山徹男 (ー 外)
イヌ腎同種移植の五rstset rejectionにおける細胞
性，体液性因子に関し， rejection processを組織学的，
電子顕微鏡的，および蛍光抗体法を用いて検討した。
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同種移植腎においては 2日日ごろからリンパ球単球を
主体とする単核細胞が毛細血管内皮細胞の扇平部を中心
に附着し，しだいに間質へ浸潤，増殖した。毛細血管に
は内皮細胞の基底膜よりの離聞が進行し，基底膜は蛇
行，消失し，同時に内皮細胞の扇平部が消失し，出血も
見られた。これらの変化は細胞浸潤，増殖の程度と平行
する。そして，ついには毛細血管はその構造を失うまで
に崩壊する。蛍光抗体法を用いて観察すると，毛細血
管，細小動脈に免疫グロプリンの沈着は見られなかっ
た。以上より，自rstset rejectionが移植腎組織，こと
に毛細血管と recipient由来の細胞との間の相互作用に
よる崩壊にあると考えられる。 
18.同種材料による静脈移植の研究
宮内好正，島 毅，古謝景春(ー外)
静脈移植は血管外科に残された最大の問題である。移
植片として自家静脈が良いとされているが十分な内径と
長さを有する自家静脈の採取にはおのずから限界があ
る。そこでわれわれは同種管状臓器による上下大静脈移
植を検討したので報告する。
検討材料は (1)同種新鮮静脈， (2)かpropiolactone
消毒同種静脈， (3) s-PL処理同種気管および (4)テト
ロン人工血管の 4群で，同種材料群では蛍光抗体法によ
り免疫学的反応をも検討した。
結果:人工血管群では 5例中 3例が 2週以内に閉塞し
たが早期血栓形成をまぬがれたものは I年以上生存開通
している。
同種組織を用いた 3群には 2週以内の閉塞はなく， 4 
，.12ヵ月の長期観察では同種気管群 100%，新鮮静脈群 
80%，s-PL静脈群 60%の開存率であった。免疫学的
反応の点ではいずれの群も軽度で、あり，差は認めなかっ 
T乙。
同種気管が最も有望であると考えられる。 
19.抗白血球正常抗体の性状について
三好武義，大和田耕一(浦賀ドック病院外科) 
20.手術前後における循環血液量の変動
松山迫也，綿引義博，水口公信
(国立がんセンター麻酔科)
われわれは出血に対して同量の各種補液を行ない，手
術前後の循環血液量を Volemetronにより測定，適切な
補液投与量について検討を加えた。対象は乳癌根治術を
行なった 62例である。
①術前の循環血液量 (B.V.)は， p31 RISAを指示
薬としたものは，平均 72.3mljkg，循環血繋量 (P.V.)
は平均 41.8mljkg，Cr51 を赤血球に標識し，p25 RISA 
と同時に使用したものでは， B.V.は平均 59.2mljkg， 
P.V.は平均 39.9mljkgとなった。
②体重あたりの B.V.(Y)と，肥満度 (X)との関係
は， Y=121.31-33.65X (r=-0.78)なる回帰直線で
表現される。ただし Xは Rohrer指数で表示。 
③ 出血率 20%以上のものについて，術後 B.V.保
持の面からみると，低分子デキストラン 92.7%，ゼラチ
ン製剤 89.5%，生食 79.6%，乳酸加リンゲ、Jレ75.0%と
なり，コロイド群が B.V.保持の点ですぐれている。 
④ B.V.保持のためには， 電解質溶液で出血量+術
前 B.V.の20%以上，コロイド群で出血量+術前 B.V.
の 10%以上の補液投与が望ましい。 
21.心理テストからみた麻酔前投薬の研究 
0水口公信，綿引義博，松山迫也
(国立がんセンター麻酔科)
麻酔前投薬の目的は手術前の不安，緊張をのぞくため
にあり，近年各種の minortranquilizerが使用されて
ドる。これら薬剤が前投薬のスクリニングに用いる場合
には患者の不安，尺度を知る必要がある。そこで MAS 
(Manifert Auxiety Scale)松山，黒田氏精神調査法を
併用した。国立ガンセンターのがん患者 167名を対象
に，コントロールに厚生年金病院非がん患者を選んだ。
がん患者は高不安群が多く， MAS平均得点、も高い。疾
病感，手術の恐れも特異な精神尺度を示した。また性別，
年令，疾患，がん進行度とも密接な関係がある。次にこ
れら不安得点と前投薬による鎮静効果との関係を検討す
ると Diazepam10 mg，筋注後， 高不安群は約半数が
効果なく，そのほかの群では約 80%が鎮静効果良好で、
ある。疾病感，手術の恐れも平均得点以下の低い群では
鎮静良好であり，統計的に有意の差を認めた。以上の成
績から不安得点と態度尺度は前投薬を行なう場合に一つ
の指標を与えると考える。 
22.各種吸入麻酔剤による副腎皮質機能 
0綿引義博，水口会信，松山迫也
(国立がんセンター麻酔科)
麻酔および手術侵襲によって副腎皮質機能のうける影
響をほぼ同一の手術侵襲といえる胃切除施行例でGOF， 
GOP，GOE群についてそれぞれ老年者群，若年者群に
わけ検討した。 PlasmaCortisol変動からみると GOF
群では老年者群が麻酔終了時から回復室収容時，その値
の上昇が大でその傾向が持続する。 GOP群では変動お
